
雲の上の英語塾 

英文法の整理と演習 

学習項目 種別 学年 学習日 

関係代名詞 整理 ３年 ／ 

CAN-DO 関係代名詞を使って名詞の後から名詞を修飾することができる 

 

関係代名詞の働きと使い方 

関係代名詞はある語（名詞か代名詞）の代わりをしながら 2つの文を 1つの文に接続する働きをします。 

名詞を修飾する方法のひとつと考えることもできます。 

また、関係代名詞には「主語」の働きをするものと、「目的語」の働きをするものがあります。 

 

２つの英文  関係代名詞で接続され１つの文になる 

(1) I know the boy. 

(2) He is playing the piano. → (3) I know the boy who is playing the piano. 

※波線部は意味の上で共通の部分  
↑先行詞 ↑関係代名詞 who 

 

ポイント 
・修飾したい語は the boyでこれを「先行詞」と呼びます 

・関係代名詞の人称と数（単数・複数）は先行詞と同じです 

・関係代名詞とそれに続く文（下線部）が直前の名詞（先行詞）を修飾します 
 

関係代名詞を使って名詞を修飾する手順 

①詳しくしたい部分を囲む（先行詞の決定） I know the boy. 

②適切な関係代名詞を置く I know the boy who 

③関係代名詞に続く文を書く I know the boy who is playing the piano.. 

 

関係代名詞の種類 

関係代名詞の種類 主語になる関係代名詞 目的語になる関係代名詞 

 人を修飾する who / that who / that 

物を修飾する which / that which / that 
 

 

①主語として働く関係代名詞  ※「関係代名詞＋be 動詞」の部分が省略できます 

 

The boy who is playing the piano is my friend. 

（ピアノを弾いている少年は私の友達です。） 

 

I want a camera which was made in Japan.  

（私は日本で作られたカメラが欲しいです。） 

 

 

②目的語として働く関係代名詞  ※目的語として働く関係代名詞は省略できます 

 

The man that I met yesterday is Tom. 
（昨日私が会った男はトムです。） 

 

This is the letter which she wrote last night.  

（これは昨夜彼女が書いた手紙です。） 

 

  
●この教材はウェブサイト「わくわく教材ランド」<www.e-kyozai.com>から参照・ダウンロードが可能です。 

○下線部が  部を修飾する 

○  部は名詞のかたまりです 

○下線部が  部を修飾する 

○  部は名詞のかたまりです 


